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８
月
21
日
、
飯

塚
孝
行
市
議
、
新

郷
東
部
第
２
土
地

区
画
整
理
事
業
地

内
の
中
山
久
仁
夫

本
蓮
町
会
長
、
大

場
茂
樹
新
堀
町
会

長
、
宮
原
美
子
榛

松
町
会
長
、
遠
藤

太
嘉
志
峯
町
会
長

は
、
奥
ノ
木
信
夫

市
長
に
面
会
し
要

望
書
を
提
出
し
た
。

　
「
新
郷
東
部
第
２

土
地
区
画
整
理
事

業
の
進
捗
に
尽
力

い
た
だ
き
事
業
地

内
の
町
会
長
と
し

て
哀
心
よ
り
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
度
同
事
業

の
中
で
も
、
河
川

の
整
備
・
辰
井
川

　ゲリラ豪雨など災害対策を！
　辰井川の拡幅整備を強く要望

連
合
町
会
長
が
一
堂
に
会
し
て

　　　
新
郷
地
区
の
発
展
に
努
力
！

の
拡
幅
の
整
備
を

早
急
に
対
応
い
た

だ
き
た
く
存
じ
ま

す
。

　

奥
ノ
木
市
長
と

飯
塚
市
議
は
既
存

道
路
の
活
用
等
、

事
業
の
変
更
も
視

野
に
早
期
完
了
に

向
け
て
時
代
に

沿
っ
た
手
法
で
進

捗
さ
せ
る
旨
を
議

会
で
も
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

昨
今
の
豪
雨
災

害
に
い
ち
早
く
備

え
る
た
め
に
も
、

ま
ず
辰
井
川
に
重

き
を
置
い
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
」

と
要
望
し
た
。

　

市
長
は
「
地
権

者
、
関
係
者
で
よ

く
相
談
し
て
前
向

き
に
進
め
て
下
さ

い
」
と
。

　

飯
塚
市
議
は「
区

画
整
理
地
内
の
全

て
の
町
会
長
さ
ん

が
揃
っ
て
目
標
に

向
か
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ

ほ
ど
力
強
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

行
動
力
に
感
謝
申

し
ま
す
」
と
。

　

創
刊
当
時
か
ら
、
朝
日

新
聞
、
読
売
新
聞
、
毎
日

新
聞
、
産
経
新
聞
の
新
聞

各
販
売
所
様
に
新
郷
新
聞

を
織
り
込
ん
で
頂
い
て
お

り
ま
し
た
。

　

今
月
号
を
持
ち
ま
し

て
、
終
了
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。

関
係
町
会
長
が
奥
ノ
木
市
長
を
訪
問　写真左から、飯塚孝行市議、宮原美子榛松町会長、奥ノ木信夫市長、中山久仁夫本蓮町会長、

大場茂樹新堀町会長、遠藤太嘉志峯町会長。

　

長
い
間
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　

次
号
か
ら
は
各
町
会
川

口
市
の
「
公
報
か
わ
ぐ
ち
」

と
共
に
配
布
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

町
会
役
員
の
皆
様
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　

新
郷
新
聞
社　

　
　
　
　
　
　
　

編
集
部

　８月６日に投開票された埼玉県知事選挙、現
職大野元裕氏の圧勝で終わった。投票率は全国
最低で 23.76％、大野元裕氏の地元、川口市でも
19.80％、低い投票率だった。

　

８
月
20
日
、
東

本
郷
の
「
ピ
エ
ー

ル
ピ
コ
」
に
於
い

て
、
新
郷
地
区
連

合
町
会
（
連
合
町

会
長
＝
前
原
博
孝
）

は
、
10
町
会
長
が

集
い
、夏
祭
り
（
盆

踊
り
）
の
反
省
会

並
び
に
慰
労
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

私
が
開
会
の
挨

拶
を
行
い
ま
し
て
、

山
崎
一
夫
副
連
合

町
会
長
の
も
と
議

事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

各
町
会
の
夏
祭

り
（
盆
踊
り
）
の

状
況
・
反
省
点
を

述
べ
、
今
後
の
町

会
活
動
の
参
考
材

料
に
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
秋

の
運
動
会
へ
と
議

題
が
移
り
、
こ
の

時
点
で
４
町
会
が

運
動
会
の
中
止
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

実
施
す
る
１
町

会
は
祭
り
を
行

い
、
５
町
会
は
運

動
会
ま
た
は
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大

会
を
行
う
と
の
こ

と
で
し
た 

。

　

時
代
と
共
に
秋

の
行
事
も
多
様
化

し
て
い
く
よ
う
で

す
。

　

結
び
に
、
新
郷 

地
区
連
合
町
会
の

結
束
を
固
め
、
新

郷
地
区
の
発
展
に

向
け
て
努
力
す
る

と
誓
い
、
散
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

文
・
前
原
博
孝
。

　写真前列左から前原博孝江戸袋、関根和雄赤井、遠藤太嘉志峯、後列左から、
細川みさを前野宿、山崎一夫東本郷南、大場茂樹新堀、宮原美子榛松、中山久
仁夫本蓮、寺本正和東本郷台、長谷部秋仁大東の、各町会長の皆さん。

お
礼
と
お
願
い
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令
和
５
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン　
　

武
南
交
通
安
全
協
会　
　
　
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」　 

川
口
市
防
犯
協
会

　

長
野
県
人
川
口
新

郷
会
（
会
長
＝
西
澤

聖
人
さ
ん
）
は
８
月

27
日
、
赤
井
町
会
会

館
で
暑
気
払
い
を

行
っ
た
。

　

総
司
会
者
の
山
崎

武
光
幹
事
長
の
開
会

挨
拶
、
西
澤
会
長
の

「
元
気
な
顔
が
揃
い
嬉

し
く
思
い
ま
す
」
と

挨
拶
。

　

新
加
入
者
紹
介
、

事
務
局
の
西
澤
幸
子

さ
ん
の
報
告
、
そ
し

て
三
好
義
昭
さ
ん
の

乾
杯
で
和
や
か
に
会

食
し
た
。

　

参
加
者
26
名
は
カ

ラ
オ
ケ
タ
イ
ム
・
ビ

ン
ゴ
大
会
で
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
共
有
し
、

池
田
豊
さ
ん
の
中
締

め
、
柳
久
信
さ
ん
の

閉
会
挨
拶
で
終
了
し

た
。

　

写
真
前
列
左
か
ら

５
番
目
が
西
沢
会
長
。

長野県人 川口新郷会 暑気払い

　

８
月
20
日
、
江
戸

袋
町
会
（
町
会
長
＝

前
原
博
孝
さ
ん
）
は
、

江
戸
袋
の
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
「
ほ

ん
ざ
き
（
マ
マ
＝
中

村
文
子
さ
ん
）」
で
、

町
会
役
員
・
班
長
さ

ん
20
名
程
出
席
の
も

と
、
７
月
20
日
開
催

し
た
納
涼
大
会
の
反

省
会
を
行
っ
た
。

　

前
原
町
会
長
は「
実

行
委
員
の
皆
さ
ん
に

盆
踊
り
大
会
ご
苦
労

様
で
し
た
。
感
謝
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
各
委
員
か

ら
『
会
場
の
受
付
、

接
待
の
場
所
を
元
に

戻
す 

』『
ス
ポ
ー
ツ

委
員
の
焼
き
そ
ば
が

な
か
っ
た
の
が
残
念
』

『
踊
り
手
の
方
が
少
な

か
っ
た
』
等
具
体
的

な
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
の 

意
見
は
来
年

へ
の
努
力
目
標
と
し

て
頑
張
り
た
い
と
話

ま
し
た
」
と
感
想
を

語
っ
た
。　

　

新
堀
の
正
源
寺（
住

職
＝
荒
井
真
道
さ
ん
）

で
、
夏
休
み
恒
例
の

「
子
ど
も
道
場
」
が
行

わ
れ
た
。

　

今
年
の
開
催
は
午

後
２
時
か
ら
７
時
過

ぎ
迄
で
、
念
珠
作
り
・

１
０
８
礼
拝
行
、
お

焼
香
の
仕
方
、
座
禅
、

写
経
、
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
の
肝
試
し
等

を
体
験
し
た
。　

　

ス
タ
ッ
フ
で
あ
る

歴
代
卒
業
生
や
保
護

者
が
応
援
し
て
見
事

体
験
修
行
を
終
え
た
。

　

新
郷
東
小
６
年
の

齋
藤
隼
太
郎
君
は

「
１
０
８
回
礼
拝
行
は

ス
ッ
キ
リ
し
て
無
に

な
っ
た
。
写
経
は
長

い
お
経
を
や
っ
て
い

る
の
で
疲
れ
な
か
っ

た
」
と
。

　

同
校
６
年
の
峯
元

気
さ
ん
は
「
礼
拝
行
、

思
っ
て
い
た
程
辛
く

な
か
っ
た
。
終
わ
っ

た
時
に
ス
ッ
キ
リ
し

た
。写
経
は
楽
し
か
っ

た
」
と
。

　

同
校
６
年
の
峯
あ

ず
さ
さ
ん
は
、「
修
行

は
大
変
だ
っ
た
け
ど

普
段
体
験
で
き
な
い

事
が
出
来
た
の
で
良

か
っ
た
。
肝
試
し
は

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
が
高

く
て
楽
し
か
っ
た
。

座
禅
は
短
か
か
っ
た

の
で
も
っ
と
長
く
座

り
た
い
。
お
経
を
唱

え
る
の
が
初
め
て

だ
っ
た
の
で
楽
し

か
っ
た
。
来
年
中
学

生
な
の
で
手
伝
い
を

し
た
い
」
と
。

　

荒
井
住
職
さ
ん
は

「
命
の
尊
さ
、
思
い
や

り
や
い
た
わ
り
の
心
、

感
謝
の
気
持
ち
な
ど
、

こ
の
体
験
で
学
ん
だ

事
を
忘
れ
ず
、
今
後

に
活
か
し
て
も
ら
え

た
ら
嬉
し
く
思
い
ま

す
」
と
語
ら
れ
た
。

新堀の正源寺で子ども道場

 

江
戸
袋
町
会

　

納
涼
祭
の
反
省
会

赤
井
町
会 

長
寿
を
祝
い

     
お
祝
い
品
を
贈
っ
た

赤
井
町
会
（
町
会

長
＝
関
根
和
雄
さ
ん
）

は
、
敬
老
の
日
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
75

歳
以
上
の
５
０
０
人

余
り
に
、記
念
品
「
多

機
能
マ
ル
チ
ケ
ー
ス
」

を
贈
っ
た
。　
　
　

大
切
な
も
の
を
ま

と
め
て
保
管
、
旅
行

や
家
計
管
理
ま
で
大

活
躍
の
ケ
ー
ス
。

敬
老
の
日
に
長
寿

の
方
を
お
祝
い
し
、

健
康
を
願
う
こ
と
は
、

日
本
文
化
の
一
部
で

あ
り
、
尊
重
さ
れ
る

べ
き
素
晴
ら
し
い
伝

統
は
地
域
の
連
帯
感

を
高
め
、
尊
敬
と
感

謝
の
気
持
ち
を
表
す

素
晴
ら
し
い
方
法
。

文
化
厚
生
部
長
の

平
川
道
也
さ
ん
は
、

「
お
出
か
け
し
ま
し
ょ

う
。
家
に
こ
も
ら
な

い
で
若
返
り
の
手
帳

で
す
」
と
。

写真前列左から村津孝徳さん、石島正文さん、関根和雄さん、粕谷笑子さん。
後列左から、平川道也さん、小林嘉一さん、峰岸寅太郎さん。町会会館で。
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ぺ
だ
る
こ
ぐ　

ぼ
く
の
あ
い
ぼ
う　

へ
る
め
っ
と　
　
　

武
南
警
察
署　
　
　
　
　

と
い
う
電
話
は
詐
欺　
　

 　

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

　

私
が
歯
の
治
療
で

心
が
け
て
い
る
こ
と

の
大
事
な
１
つ
は
、

笑
顔
が
き
れ
い
に
な

る
よ
う
に
前
歯
を
直

す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

歯
は
長
年
使
っ
て

い
る
と
並
び
が
悪
く

な
っ
た
り
、
着
色
し

た
り
、
ひ
び
割
れ
た

り
削
れ
た
り
し
て
い

ま
す
。

　

見
た
目
は
毎
日
見

て
い
る
と
気
づ
き
に

く
く
、
そ
れ
が
当
た

り
前
の
よ
う
に
見
え

ま
す
が
、
端
か
ら
見

た
ら
見
栄
え
が
悪
く
、

く
た
び
れ
て
い
る
様

子
が
、
あ
り
あ
り
と

う
か
が
え
ま
す
。

　

反
対
に
、
白
く
形

も
並
び
も
美
し
い
歯

の
笑
顔
は
、
誰
が
見

て
も
若
々
し
く
健
康

的
で
、
感
じ
が
い
い

で
す
。

　

今
ま
で
歯
が
気
に

な
っ
て
お
口
を
隠
し

て
い
た
人
も
、
堂
々

と
笑
顔
を
作
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
前
歯
を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
に
よ

る
、
こ
の
よ
う
な
表

情
の
変
化
は
気
持
ち

の
変
化
を
も
た
ら

し
、
心
が
明
る
く
な

り
、
関
心
も
楽
し
い

こ
と
の
ほ
う
に
向
き

や
す
く
な
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
本
人
だ
け

で
な
く
、
ま
わ
り
の

人
々
の
気
持
ち
も
変

え
て
、
良
い
こ
と
に

ま
す
ま
す
目
が
向
い

て
気
持
ち
が
明
る
く

な
り
、
活
発
に
行
動

し
よ
う
と
い
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
も
わ
い
て
来

ま
す
。

　

人
生
を
重
ね
た
味

の
あ
る
美
し
い
笑
顔

を
、
た
く
さ
ん
作
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
） 

     

院
長　

岩
下　

一
三 

拉
致
被
害
者
救
出
の
署
名
活
動
活
動
や
、
先
月
号

で
記
載
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
に
汗

を
流
し
た
。

　

北
朝
鮮
に
よ
る

日
本
人
拉
致
被
害

者
、
川
口
市
で
は
、

日
本
政
府
が
認
定

す
る
、
田
口
八
重

子
さ
ん
、
特
定
失

踪
者
の
井
上
克
美

さ
ん
、
藤
田
進
さ

ん
、
新
木
章
さ
ん
、

佐
々
木
悦
子
さ
ん

の
５
人
、
そ
の
家

族
と
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
救
出

を
訴
え
た
。

　

奥
ノ
木
信
夫
市

長
は
「
必
ず
取
り

返
す
ぞ
」
と
強
い

意
志
を
示
さ
れ
た
。

　

写
真
前
列
左
か

ら
、
飯
塚
綾
子
さ

ん
、
前
田
浩
さ
ん
、

柴
田
美
幸
さ
ん
。

　

後
列
左
か
ら
本

田
勝
さ
ん
、
前
原

代
表
、
奥
ノ
木
市

長
、
居
酒
屋
も
み

じ
マ
マ
の
七
瀬
怜

子
さ
ん
、
加
藤
レ

ナ
さ
ん
。

国
女
流
ア
マ
チ
ュ

ア
囲
碁
選
手
権
で

２
度
優
勝
、
囲
碁

イ
ベ
ン
ト
や
Ｎ
Ｈ

Ｋ
タ
イ
ト
ル
戦
の

司
会
な
ど
す
る
傍

ら
、
指
導
者
と
し

て
３
万
人
の
指
導

に
あ
た
る
な
ど
、

多
方
面
で
活
躍
す

る
女
流
囲
碁
の
ク

イ
ー
ン
。

囲
碁
の
実
力
は

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
、
今
回
の
優
勝

を
励
み
に
、
さ
ら

な
る
飛
躍
を
期
待

し
ま
す
」
と
。

写
真
は
永
瀬
秀

樹
県
議
提
供
。

写
真
左
か
ら
永

瀬
県
議
、
大
沢
さ

ん
、
大
野
知
事
。

　

大沢摩耶さんが大野知事を表敬訪問

見
事
３
度
目
の
優

勝
の
栄
冠
に
輝
か

れ
た
埼
玉
県
代
表

の
大
沢
摩
耶
さ
ん
。　

７
月
19
日
、
大

沢
さ
ん
は
、
永
瀬

秀
樹
県
議
会
議
員

と
、
日
本
棋
院
埼

玉
県
支
部
、
川
口

支
部
の
役
員
と
と

も
に
県
庁
を
訪
問

し
、
大
野
元
裕
県

知
事
を
表
敬
訪
問

さ
れ
た
。

永
瀬
県
議
は「
私

が
顧
問
を
務
め
る

日
本
棋
院
川
口
支

部
の
『
川
口
市
ふ

れ
あ
い
囲
碁
教
室
』

で
講
師
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
大

沢
さ
ん
は
、
３
歳

か
ら
囲
碁
を
は
じ

め
、
こ
れ
ま
で
全

第
65
回
全
国
女
流
ア
マ
チ
ュ
ア
囲

碁
選
手
権
大
会
に
て
、
２
０
１
３
年

の
第
55
回
大
会
以
来
10
年
ぶ
り
に
、

　

川
口
市
制
施
行

90
周
年
記
念
の
、

「
第
43
回
た
た
ら
祭

り
」
が
７
月
29
日
・

30
日
に
開
催
さ
れ

た
。

　

そ
の
折
、「
拉
致

問
題
を
考
え
る
川

口
の
会
」（
代
表
＝

前
原
博
孝
さ
ん
）

の
ブ
ー
ス
で
は
、

猛
暑
の
中
、
１
日

も
早
い
帰
国
実
現

に
向
け
て
、
署
名

自
民
党
新
郷
連
合
支
会
が

　　　　　
立
石
議
長
表
敬
訪
問

　

９
月
７
日
、
県
議
会

議
長
室
に
自
由
民
主
党

川
口
支
部
、
新
郷
連
合

支
会
（
支
会
長
＝
鈴
木

一
さ
ん
）
は
地
区
の
役

員
と
、
立
石
泰
広
議
長

を
表
敬
訪
問
し
た
。　

　

９
月
１
日
に
行
わ
れ

た
、
県
議
会
主
催
の
県

内
一
斉
防
災
訓
練
「
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
埼
玉
」
実

施
の
説
明
で
、
県
内
各

地
の
学
校
や
企
業
な
ど

に
参
加
を
呼
び
か
け
、

参
加
登
録
人
数
59
万
人

余
り
（
９
月
７
日
現
在
）

を
突
破
し
た
事
等
の
説

明
を
聞
い
た
。

　

１
９
９
１
年
、
立
石

さ
ん
は
市
議
会
議
員
に

初
当
選
さ
れ
、
議
長
な

ど
を
務
め
、
２
０
１
４

年
県
議
会
議
員
で
４
期

連
続
当
選
さ
れ
、
議
長

に
就
任
さ
れ
た
。

　

川
口
市
出
身
の
県
議

会
議
長
は
、
奥
ノ
木
信

夫
現
市
長
以
来
14
年
ぶ

り
で
、
知
事
の
大
野
元

裕
さ
ん
も
川
口
市
出
身

で
県
政
始
ま
っ
て
以
来

の
こ
と
。

　

中
央
議
長
席
が
立
石

さ
ん
。
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女
性
の
方
か
ら
、

タ
ン
パ
ク
質
（
プ
ロ

テ
イ
ン
）
を
摂
取
し

た
い
と
相
談
さ
れ
ま

し
た
。

　

タ
ン
パ
ク
質
は
、

体
の
細
胞
を
生
成
す

る
栄
養
素
で
す
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て

も
働
き
ま
す
。
タ
ン

パ
ク
質
は
体
の
中
で

ア
ミ
ノ
酸
に
分
解
さ

れ
ま
す
。
８
種
類
の

ア
ミ
ノ
酸
は
食
べ
物

か
ら
し
か
摂
取
で
き

な
い
の
で
必
須
ア
ミ

ノ
酸
と
呼
び
ま
す
。

　

タ
ン
パ
ク
質
を
多

く
含
む
食
品
は
、
動

物
性
の
タ
ン
パ
ク
質

と
し
て
は
、
肉
や
魚
・

卵
や
乳
製
品
な
ど
で

す
。
植
物
性
タ
ン
パ

 

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（310）

ク
質
で
は
、
大
豆
・

ご
ま
・
納
豆
・
豆
腐

な
ど
で
す
。
健
康
食

品
の
中
に
プ
ロ
テ
イ

ン
（
タ
ン
パ
ク
質
）

が
あ
り
ま
す
。

　

吸
収
の
早
い
ホ
エ

イ
プ
ロ
テ
イ
ン
。ゆ
っ

く
り
吸
収
さ
れ
る
ソ

イ
プ
ロ
テ
イ
ン
な
ど

で
す
。
体
づ
く
り
の

目
的
に
合
わ
せ
て
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。

 　

保
険
薬
剤
師　

　
　
　

中
山
久
仁
夫

　

厳
し
い
暑
さ
が
続
き

ま
し
た
が
、
秋
の
気
配

を
感
じ
過
ご
し
や
す
い

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
号
か
ら
町
会
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

次
号
は
11
月
１
日

タ
ン
パ
ク
質

あ
と
が
き

新
郷
の
蓮
沼
交
差

点
付
近
の
、焼
肉
「
高

句
麗
」
店
が
、「
川
口

蓮
沼
子
ど
も
食
堂
」

を
開
き
、
毎
回
地
域

の
子
ど
も
に
貢
献
し

て
い
る
。

８
月
10
日
は
、
餃

子
の
王
将
草
加
店
よ

り
弁
当
１
０
０
食
分
。

県
社
会
福
祉
協
議
会
。

一
般
財
団
法
人
ポ
ケ

モ
ン
・
ウ
イ
ズ
・
ユ
ー

財
団
。
明
治
安
田
生

命
川
口
南
営
業
所
。

川
口
市 (

株)

サ
ン
ラ

イ
ズ
佐
藤
さ
ん
。
川

口
市
㈱
デ
イ
ラ
イ
ト

永
野
さ
ん
等
が
提
供

者
。食

材
は
ト
ー
モ
ロ

コ
シ
・
ド
リ
ン
ク
類
・

味
わ
い
ハ
ヤ
シ
ル
ー
・

サ
ト
ウ
の
ご
は
ん
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会

高
句
麗 
焼
肉
店
で

子
ど
も
食
堂
に
多
数
の
協
力
者

新
郷
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
「
第
70
回
演
奏
会
」

が
、新
郷
公
民
館
（
館

牛
丼
ル
ー
や
、
そ
の

他
数
々
の
食
材
を
家

族
分
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

今
回
は
来
店
し
た

親
子
に
、
赤
井
で
ネ

イ
ル
サ
ロ
ン
を
開
い

て
い
る
「
栗
原
彩
さ

ん
」
が
子
ど
も
た
ち

に
ネ
イ
ル
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
催
し
も
。　

来
店
し
た
親
子
連

れ
は
「
ネ
イ
ル
を
し

て
も
ら
い
指
が
か
わ

い
い
」「
初
め
て
や
っ

東
本
郷
台
町
会

会
館
で
、
日
本
の
伝

統
文
化
で
あ
る
書

道
の
教
室
「
墨
花

舎
」
の
指
導
者
で

あ
る
石
川
水
碧
（
み

ど
り
）
さ
ん
は
、
産

経
国
際
書
会
・
産
経

新
聞
社
主
催
で
、
外

務
省
、
文
化
庁
、
中

国
大
使
館
文
化
部
、

大
韓
民
国
・
ペ
ル
ー

共
和
国
・
モ
ン
ゴ
ル

国
大
使
館
、
韓
国
文

化
院
、
東
京
都
、
愛

知
県
、
太
宰
府
天
満

宮
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
、

ニ
ツ
ポ
ン
放
送
、
サ

書
道
教
室　
墨
花
舎
の

　
石
川
み
ど
り
さ
ん
表
彰

長
＝
国
島
善
男
さ
ん
）

視
聴
覚
室
で
開
催
さ

れ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

お
知
ら
せ

は
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

／
弦
楽
四
重
奏
曲「
ホ

フ
マ
イ
ス
タ
ー
」。
ヘ

ン
デ
ル
／「
ア
ル
チ
ー

ナ
」
組
曲
。
夏
の
メ

ド
レ
ー
。
そ
し
て
、

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
金

刺
美
穂
さ
ん
が
、
～

い
の
ち
の
歌
～
を
。

ブ
ラ
バ
ー
の
一
声
。

ア
ン
コ
ー
ル
は

「
夏
の
思
い
出
」
を
会

場
皆
で
歌
い
あ
げ
た
。

出
演
者
▽
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
１
：
細
渕
和

香
奈
・
市
村
直
美
▽

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
２
：

小
堀
直
樹
・
青
木
茂

て
も
ら
い
素
敵
」「
子

ど
も
が
大
喜
び
で
す
。

食
品
も
、
ネ
イ
ル
も

本
当
に
あ
り
が
た
い

で
す
」
等
ど
の
人
も

喜
び
の
声
。

写
真
子
ど
も
と
、

前
列
左
か
ら
、
代
表

の
張
本
淵
俊
さ
ん
、

大
瀧
雄
理
さ
ん
、
マ

マ
の
張
本
幸
玉
さ
ん
。

後
列
左
か
ら
、
大
竹

凜
さ
ん
、
羽
柴
史
歩

子
さ
ん
、
近
藤
映
月

さ
ん
。

　写真前例左から、市村さん、細渕さん、金刺さん、野本さん、
後列左から、小堀さん、青木さん、桑原さん、岡田さん、渡辺さん。

ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ

等
が
後
援
す
る
、
書

芸
術
の
国
際
交
流

と
創
作
活
動
を
目

的
と
す
る
「
第
40
回

記
念
産
経
国
際
書

展
」
に
出
品
し
、「
無

鑑
査
特
別
奨
励
賞
」

に
輝
い
た
。

入
賞
・
入
選
作

品
は
上
野
公
園
の

東
京
都
美
術
館
で

８
月
14
日
か
ら
１

週
間
展
示
さ
れ
た
。　

石
川
さ
ん
は
、

「
40
周
年
記
念
に
賞

が
取
れ
、
ヤ
ッ
タ
ー

と
い
う
感
じ
、
作
品

は
１
２
０
号
に
１

字
書
「
轟
」。

車
が
３
台
、
胸

が
ど
き
ど
き
・
心
が

と
き
め
く
・
胸
騒
ぎ

が
す
る
と
い
う
こ

と
を
線
で
ど
う
変

化
さ
せ
、
と
ど
ろ
か

せ
る
よ
う
な
作
品

に
と
、
２
ヶ
月
を
費

や
し
ま
し
た
」
と
。

　ピェール ピコ  

　秋の定番セットメニュー
　☆開店 21 周年記念
　◇北欧産サーモンのバター焼き
　◇真鯛とエビのポワレカフェドパリ風
　◇埼玉県産香り豚厚切り森の恵みソース
　　　　　　　★問＝上記広告へ。

赤
井
町
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
３
位
入
賞

▽
ヴ
ィ
オ
ラ
：
桑
原

知
巳
・
野
本
香
織
▽

チ
ェ
ロ
：
渡
辺
崇
靖
・

岡
田
朋
也
。（
敬
称
略
）

　

赤
井
町
会
（
町
会

長
＝
関
根
和
夫
さ
ん
）

の
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
（
部
長
＝
片
野

由
紀
さ
ん
）
は
、
９

月
３
日
の
市
民
体
育

祭
中
央
大
会
（
市
内

全
域
）
で
、
見
事
３

位
入
賞
を
獲
得
し
た
。

新
郷
両
公
民
館
地

区
で
１
位
、東
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
で
２
位
、
そ

し
て
中
央
大
会
進
出

と
駒
を
進
め
た
。

関
根
町
会
長
は

「
週
に
２
日
の
練
習
で

頑
張
り
抜
い
た
努
力

が
実
っ
て
良
か
っ
た
。

家
族
の
協
力
に
感
謝

で
す
」
と
、
喜
び
と

お
礼
の
言
葉
。

写
真
前
列
左
か
ら

３
人
目
で
賞
状
を
持

つ
片
野
部
長
、
前
列

右
端
は
、
関
根
町
会

長
、
選
手
と
町
会
顧

問
や
関
係
者
の
皆
さ

ん
。

※
新
郷
公
民
館
地
区
献
血
会

日
＝
10
月
13
日
（
金
）

時
＝
10
：
00
～
11
：
00

所
＝
新
郷
公
民
館

問
＝
２
８
１-

０
８
４
９

※
新
郷
南
公
民
館
文
化
祭

日
＝
10
月
14
日
（
土
）
15
日
（
日
）

時
＝
９
：
00
～
16
：
00

所
＝
新
郷
南
公
民
館

問
＝
２
８
３-

５
６
０
０

※
第
１
回
新
南
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

日
＝
10
月
15
日(

日)

時
＝
９
：
45
～
15
：
30

所
＝
新
郷
南
公
民
館

問
＝
２
８
３-

５
６
０
０


